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令和 8（2026）年度 総合型選抜基礎能⼒⼊試 前期β⽇程 問題 

数学 解答と出題のねらい 

【１】 

ア       ３４ イ        １５０ 2√10 

ウ      11414  

 

【2】 （１）∠Ａ，∠Ｂ，∠Ｃの大きさをそれぞれ A,B,C と表す 

⊿ABC において，余弦定理より 

         AB2＝CA2+CB2－２CA・CB𝑐𝑜𝑠𝐶 

             ＝√2
2

+ (√3 + 1)
2

− 2 × √2 × (√3 + 1) ×
1

√2
= 4 

         AB>0 より，ＡＢ＝２      答え AB=2 

     （２）正弦定理より，
2

𝑠𝑖𝑛45°
=

√2

𝑠𝑖𝑛𝐵
=

√3+1

𝑠𝑖𝑛𝐴
  

        𝑠𝑖𝑛𝐵 =
1

2
    B は三角形の内角より，B＝３０°または B＝１５０° 

        ここで C＝４５°と三角形の内角の和が１８０°であることから，B＝３０°になる。 

        よって残りの角 A＝１０５° 

        答え ∠Ａ＝１０５°  ∠Ｂ＝３０° 

 

【３】（１）放物線 𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 が 

        点（１，－１）を通ることから，𝑎 + 𝑏 + 𝑐 = −1 

        点（2，－１）を通ることから，4𝑎 + 2𝑏 + 𝑐 = −1 

点（-1，11）を通ることから，𝑎 − 𝑏 + 𝑐 = 11 

以上を解くと，𝑎 = 2, 𝑏 = −6   𝑐 = 3 

答え 𝑎 = 2, 𝑏 = −6   𝑐 = 3 

    （２）（１）より，与式は 𝑦 = 2𝑥2 − 6𝑥 + 3 ･･･①となる。 

        ①を平方完成すると，𝑦 = 2(𝑥 −
3

2
)2 −

3

2
   よって頂点 P の座標は（

3

2
, −

3

2
) 

        また，①において，𝑦 = 0とおき， 2𝑥2 − 6𝑥 + 3＝0 を解くことで𝑥 =
3±√3

2
 

        よって，放物線と𝑥軸の共有点の座標は， (
3+√3

2
, 0) (

3−√3

2
, 0) の２個（A,B いずれにしても可） 

        最後に，①の定数項を読み取って，𝑦軸の共有点 C の座標（0,3）を得る。 

        答え P（
3

2
, −

3

2
)，A,B は (

3+√3

2
, 0) ， (

3−√3

2
, 0) のいずれか，C(0,3) 
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【出題のねらい】 

本学の数学の入学試験問題は，基礎能力入試，一般入試とも一貫して，３題中２題が記述式の大問，残る１題

が短答式の小問集で構成されている。記述式に重きを置くのは，受験者の論理的思考力を調べるためである。

これが入学後，医療系の学問修得に必須の力となる。 

【１】は短答式小問集。基本的計算技能，場合の数，方べきの定理，n 進法の考え方など，教科書の初歩段階

で問われる問題ばかりを集め，基礎基本の定着度を試した。 

【２】は，三角形における正弦定理，余弦定理の果たす役割の理解と適用技能を問うた。 

【３】は，２次関数の一般形と標準形の果たす役割と，２次関数と２次方程式の関係への理解度を問うことで，

受験生の思考力を試した。 


